
 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済協力開発機構（OECD）が 2018 年に実施した

「生徒の学習到達度調査（PISA）の調査結果」が公表

されました。 

日本の学生は科学的リテラシー、数学的リテラシ

ーは上位にランキングされましたが、読解力は 20位

でした。これは日本がこの検査に参加して一番低い

順位でした。 

PISA で調査される「読解力」は、日本のいままで

の国語教育でいう「読解力」とは異なり、生活や仕

事で活用され、目的に沿った探究活動に役立てられ

ることが前提の能力のことを言います。少々難しい

表現ですが、文章等を読んで理解したことをもとに

「書く・話す・説明する」といったアウトプットにつなげ

られる能力のことです。 

本離れの深刻さが認識されていた 2000 年前半

までは読書量（冊数）を増やすことが目標とされ、

朝の時間に読書を取り入れたり、図書室を充実させ

たりする対策を講じ、今回の調査でも「読書が好き」

と答える子ども数は減ってはいないのだそうです。 

今回の結果から、習得した知識や自分で集めた情報

を活用し探究していく学びと読書の推進はますます

重要視されていくことになるでしょう。 

読解力の向上のために日本の教育活動に様々な

工夫が取り入れられています。マド日でも、読解力を

身につけさせ「説明が上手にできる子」を育ててい

くために 

・丁寧な国語（日本語）指導 

・読書推進活動（自分の好きな本の紹介） 

・帰りの会（ホールの会）での一分間スピーチ 

・各教科での子供たち同士での学び合い 

・各教科でのレポートづくりとランチタイム等を利

用したミニレポート発表会 

・宿泊体験学習や職場体験学習の報告会 

・文化祭での英語や西語での学習発表 等 

具体的な教育活動を取り入れています。 

日本国内では、今回の PISA の結果についての分

析は今後も続いて

いくと思います。そ

れらの情報をキャ

ッチしながらも、落

ち着いて毎日の教

育活動に取り組ん

でまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２日に小学部が高齢者介護施設「カサブラ

ンカ」を訪問しました。 

はじめにみんなで「喜びの歌」をスペイン語で、

「さんぽ」を日本語で歌いました。利用者の方の

中には、一緒に口ずさまれる方もいました。準備

していたゲームについては子どもたちが考えた

ルールをうまく伝えることができませんでしたが、

利用者の方が分かりやすいものに変える工夫を

してくださり、一緒に楽しむことができました。最

後は手作りのクリスマスカードをプレゼントし大変

１ 水 元日 

２ 木  

３ 金  

４ 土  

５ 日  

６ 月  

７ 火 始業式 書き初め大会 

８ 水 ランチ 

９ 木 CRTテスト  

10 金 CRTテスト 部活動 

11 土  

12 日 日本人会主催もちつき大会 

13 月  

14 火  

15 水 ランチ 

16 木 避難訓練 

17 金 講師招聘学習（航空教室） 部活動 

18 土 短期・夏季体験入学説明会 

19 日  

20 月 中学部基礎コン（英語）  

21 火 中学部職場体験学習 

22 水 ランチ 

23 木  

24 金 中学部進学説明会（小６対象） 部活動 

25 土  

26 日 第３回英語検定 

27 月 中学部補充学習会 マラソン週間（～2/12） 

28 火   

29 水 中学部補充学習会 ランチ 

30 木 中学部補充学習会 

31 金 中学部補充学習会 新入学説明会 部活動（小のみ） 

令和元年１２月２４日 No.10 

マドリッド日本人学校 

文責 堀内正樹  

 

これからの読解力 １月の予定 

福祉施設訪問 



喜んでいただけました。 

「入所者の方の気持ち」をよく考えて準備し、当

日は心温まる一時を過ごすことができました。 

 

●福祉施設訪問で感じたこと 

小学部４年 S.N 

「また来てね。」と最後に言われたことが一番

心に残っています。ぼくはこの言葉を言われてと

てもうれしくて、忘れられません。なぜかと言うと、

ゲームが楽しかったし、おじいさんやおばあさん

が楽しんでくれていたからです。おばあさんの

「また来てね。」という言葉に「うん。」と元気よく

答えました。そして、来年来るときも楽しみになり

ました。 

ぼくは、この福祉施

設訪問を通して、忘れ

られない言葉を言わ

れたので、言葉が分

からなくても心が通

い合えるということ

を学びました。 

 

●全力で楽しむ 

小学部６年 H.R 

福祉施設訪問では、どれだけ自分の体が自由

なのか、使いやすいのかを知りました。高齢者の

方は口があまり上手に動かせないので、僕に話し

かけるために、手をふって僕を呼んで耳元で話し

てくれる方もいました。耳に補聴器を付けている

方もいました。耳に補聴器があるので遠くにいる

方とも話ができるのだと思いました。施設では、

手押し車を使って歩くかたも見かけました。 

その中でお手玉を隣の方に渡せなかったり、ル

ールをすぐに忘れてしまう方もいらっしゃいまし

た。僕たちより生活が大変そうに見えました。僕

たちはうまく話したり歩いたり聞いたりすること

ができるけど高齢者の方はあまり思うようにでき

ないので行動範囲がせまいのではないかと思い

ました。ですが、行動範囲が狭くてもとても楽し

そうでした。限られた範囲の中で全力で楽しんで

いて皆さんが笑顔ですごせていたことが印象に

残りました。体が不自由でも元気に明るく過ごせ

ていました。 

僕が「Buenos dias」といった時も笑顔で返して

くれました。体が不自由でも僕たちに負けないく

らい笑っていておどろ

きました。すごく楽しそ

うな姿を見て、楽しく

なりました。僕も自分の

生活も笑顔で過ごそう

と思いました。 
 

12月 17日に児童生徒が企画する「クリスマス集
会」が行われました。新代表委員会による企画で
す。小学部５、６年生によるミニコンサートから体
育館で雪合戦に見立てた全員参加のゲーム、外

へ出ての「泥警」と協力
して進行することができ
ました。代表委員のこれ
から学校を背負っていく
自覚と自信にあふれた
立ち振る舞いに成長を感
じました。 

サンタクロース
も登場し、保護者
の皆さんからの心
のこもったメッセ
ージ付きのクリス
マスプレゼントを
わたしました。 

●小学部１、２年生図工 
「くしゃ くしゃ ぎゅっ！」のミニ発表会 
家から持ってきた紙袋をくしゃ

くしゃにしてシワをつけ、中にシュ
レッダーで出た紙を入れます。紐
で紙袋のどこかを縛り、何かを表
す形に仕上げました。ひとり一人
がその形の意味や、頑張ったとこ

ろ ・工夫
したとこ
ろをみんなの前で発表し
ました。「分かりやすく説
明する力」を低学年から
身につけていきます。 

 
 
 
 
３学期の始業日の活動は以下の通りです。 
令和２年１月７日（火） 
通常通りの登校 
１校時 始業式，学級活動 
２校時～５校時 通常授業 
６時間目・課外の時間 書き初め大会   
16:15下校 16:20スクールバス出発 
 

３学期始業式 

2019 年も皆様のご支援のおかげで無事
終えることができました。心より感謝申し
上げます。 
ご家族でよい年をお迎えください。 

クリスマス集会 

マド日の学び 


